
 

 

 

 

静かな大災害に学び  今年のチャレンジを考える 
 2月末に飛び込んできた学校閉鎖の要請会見。3月３日から、学校はお休みになり、

それから４４日が過ぎました。みなさんは、卒業式にも参加できず、ちゃんとした修

了式もできないままに令和元年を締め括りました。現在も、新型コロナウイルスの脅

威は消えず、明日行われる入学式も、在校生の皆さんの参加なしでの式となります。

震災のように家が倒れたり、山が崩れたりしないので、強い危機感や恐怖心を感じら

れませんが、世界では約１３万人の方が亡くなっています。これは、本当に世界的な

危機なのだと改めて思います。 

 

金井小学校の合い言葉  ～ チャレンジ ～ 

今日の始業式（放送による）の中で、金井小で大切にしているチャレンジのコツ 

「気づき」「考え」「行動する」に照らして、子どもたちと下のように考えてみました。     

 

新型コロナウイルスが流行してマスクが足りなくなったとき、山梨県の中学１年生 

滝本 妃(ひめ)さんという女の子が自分で作ったマスク約 600 枚を寄付したという

ニュースが全国に流れました。 

【 気 づ く 】  

 妃さんは、薬屋さんに行ったとき、マスクが欲しいのに売り切れで困っているお

ばあさんの姿に気がついたのだそうです。 

※ これが 始まりです。「気づく」が無ければ、チャレンジは始まりません。 

【 考 え る 】 

 妃さんは、「自分にできることは ないのだろうか。」と考え始め、「手作りマスク

を作って、お年寄りや子どもの施設に贈ればいいんだ」と考えをまとめました。 

※「自分にできることは」「自分がするべきことは」「自分はどうしたいのか」と  

自分とつないで考える。これで、いよいよチャレンジの準備完了です。  

【 行 動 す る 】  

  妃さんは、自分のお年玉で材料を買い全部で６１２枚、多いときには１日 30 枚

ものマスクを作り、それを山梨県にプレゼントしました。 

 日本中が病気のニュースで暗くなっている中、このニュースは、人々の心を温か

くし、優しい気持ちにしてくれました。とてもステキなチャレンジに感動しまし

た。 

※気づくだけ 考えるだけでは、チャレンジになりません。 

実際に行動してこそ チャレンジですよね。 

 

気づいてはいても、チャレンジまでつなぐのって 簡単ではありません。でも、失

敗をおそれず今年も、どんどんチャレンジしていきましょう。  

◯ 気づく  いい目 いい耳 いい心を磨く 

◯ 考える  楽しく考える・粘り強く考える頭と心を鍛える 

◯ 行動する 勇気・優しさや思いやり・実行力・一緒に頑張る仲間を増やす 
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子どもの安全のために 

見 守 り ・ 声 か け お 願 い し ま す   
 

この春の生活は、子どもにとっても、子ど

もを見守る大人にとっても、異例づくめで

す。例年であれば、子どもたちが自転車に乗

り出す前に交通安全教室を行っています。

しかし、今年は、そうした指導も実施できて

いません。そうした中、上山市で痛ましい事

故が起きてしまいました。ニュースを目に

したとき、もし、「平年通りの春だったら･･･」

「普通に登校していたら･･･」この事故は起

きなかったのではないかと思え、親御さん

のお気持ちを思うと、胸が痛くなりました。 

交通事故以外にも、他県では留守番中の子どもが泥棒と鉢合わせしたという事件も

発生しています。緊急時は、すぐに警察に通報すること、留守番中は訪問者に対応し

ないこと、留守番電話に設定することなど、防犯対策について確認をお願いします。 

学校閉鎖期間には、子どもだけで過ごす時間も大変多くなっています。家庭内だけ

では、見守りきれない場面も出てきています。ぜひ、我が子とともに地域の子どもみ

んなを見守っていただき、危険を感じたときは、声をかけてくださいますようにお願

いいたします。 

 

新 任 の 教 職 員 紹 介 
この春から金井小学校に赴任しました 1３名の教職員を紹介します。 

 井上 直之 先生（山形市立第八小学校より） 
 小関 明美 先生（山形市立第十小学校より） 
 鈴木 貴子 先生（山形市立滝山小学校より） 
 庄司 美幸 先生（上山市立上山南小学校より） 
 瀧浪 たか 先生（山形市立第三小学校より） 
 小林 幹央 先生（新規採用） 
 齋藤 優花 先生（新規採用） 
 佐藤 千賀 先生（新規講師） 
 圓谷和香奈 先生（山形市立第四小学校より） 
 國分 麗子 先生（山形市立第九小学校より） 
 渡辺 衣舞 先生（新規採用）       養護教諭 
 今田 朗子 先生（山形市立第八中学校より）養護教諭 

     澤田  友迅 先生（新規採用）              技能技師 
   ※育児休暇をいただいていた 沼澤香代子先生が、復帰しました。    

昨年の春 

臨時登校日（23.24.30.１日）に、ことわざ（高学年は四字熟語も含む）検定をします。

休みの期間に、いろいろなことわざの意味をおぼえてきてくださいね。 

23.24日は、動物が出てくることわざを出題します。 


